
庄内交通バスの日まつｒ
庄内交通バスまつり

特集

の
す
す
め

広報つるおか

2026 / 令和８年
No.34411

市からのお知らせ / まちとぴ / つるおか情報パレット　ほか



2

　

皆
さ
ん
は
、
ふ
だ
ん
ど
の
く
ら
い
公
共

交
通
を
利
用
し
ま
す
か
。
市
が
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
鉄
道
や
バ
ス
、
タ

ク
シ
ー
な
ど
の
公
共
交
通
を
「
利
用
し
て

い
な
い
」
と
答
え
た
方
は
約
７
割
。「
利

用
し
た
」
と
答
え
た
方
で
も
、
６
割
以
上

の
方
が
「
年
に
数
回
」
の
利
用
に
と
ど
ま

っ
て
い
ま
す
。

　

公
共
交
通
を
利
用
す
る
人
が
減
る
と
、

路
線
の
減
便
や
廃
止
、
タ
ク
シ
ー
台
数
の

減
少
な
ど
に
つ
な
が
り
ま
す
。「
今
は
車

が
あ
る
か
ら
大
丈
夫
」。
そ
う
思
っ
て
い

る
と
、
将
来
自
分
が
公
共
交
通
を
必
要
と

し
た
と
き
に
、
利
用
で
き
な
く
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
バ
ス
に
乗
る
「
＃

バ
ス
活
」、タ
ク
シ
ー
に
乗
る「
＃
タ
ク
活
」

の
例
を
紹
介
し
ま
す
。
少
し
で
も
多
く
の

人
が
利
用
す
る
こ
と
で
地
域
公
共
交
通
を

未
来
に
残
せ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
い
ろ
い
ろ

な
場
面
で
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
合
せ　

本
所
地
域
振
興
課
☎
35
‐
１

１
９
１

特集

対象：市内在住の18歳以上の男女（回答数：1,210票）

自家用車の事故の
リスクが減る

乗車時に自由な
時間を過ごせる

乗り場まで歩くこ
とで健康になる

地域公共交通を利用するメリット３つ

★利用の頻度

年に数回
63.0％

月に１日以下
15.2％

月に数回
15.9％

週に１日以上
5.6％

★利用状況

利用していない
72.6％

利用した
22.3％

無回答
5.1％

７割の人が
利用して
いない…

７割の人が
利用して
いない…

出典：鶴岡市地域公共交通計画（令和８年度～12年度）

市内を運行する公共交通の利用頻度

▲▲
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庄内交通㈱乗合バス事業部

竹下さん　バスの魅力は自
分で運転しなくても良いと
ころです。好きなことをし
てくつろげますし、冬場な
ど運転が不安な日の移動手
段にもなります。
菅井さん　お出掛けにもお
すすめです。羽黒山の石段
を登るのは大変ですが、片

道だけバスに乗れば気軽に
楽しめます。
竹下さん　一押しは湯野浜
海岸を走るバスです。座席
が高いので、広大な日本海
を眺められますよ。
菅井さん　バス活は気分転
換になります。まずは一度
乗ってみてくださいね。

髙
たかはし

橋京
きょうこ

子さん（右）
運転手の齋

さいとう

藤つぼみさん

配車アプリが登場！

専用アプリからタクシー
を呼ぶことができます。
今年度中に利用開始予定
です。お楽しみに！

病院搬送時の専用夜間タクシー

夜間に救急車で搬送さ
れた方またはその同行
者で、家に帰る手段が
ない方が利用できます。

詳しくは
こちら

鶴岡駅前バス停の環境改善

バス乗り場①・②を更
新し、行き先や乗り場
を分かりやすく表示し
ます。また、悪天候で
も快適に過ごせるよう
に、風雨除け等を新し
くします。

お得なバス乗り放題

満70歳以上または運転免許
を返納した方は、庄内全域
の庄内交通㈱路線バスや市
営バス、乗合・デマンドタ
クシーが定額で乗り放題。

②ゴールドパス・免許返納
　割引定期

鶴岡市街地が700円、市全
域が2,900円で乗り放題の
ＩＣ乗車券です。最初の降
車時に乗務員に伝えて購入
してください（小児半額）。

①つるおか１日乗り放題券
　※庄内交通㈱路線バスが対象。

イメージ図

鶴鶴鶴鶴鶴岡岡岡駅駅駅前前前前前バババババスス
今年度完成予定！

竹
たけした

下千
ちさと

聖さん　菅
すがい

井梨
り ほ

帆さん

運転が不安なときや気分転換したいときに運転が不安
▲▲

髙橋さん　タクシーに乗
るときは、いつも同じ運
転手さんをお願いしてい
ます。目的地までの会話
が弾むので、それが何よ
り楽しいです。
　これまで、買物や美容
院、温泉に行くときなど

様々な場面で利用してき
ました。今年で93歳にな
りますが、今後もタクシ
ーでいろいろな場所にお
出掛けして、いくつにな
っても元気で過ごしたい
ですね。

運転手さんとの会話が何よりの楽しみ

来年１月16日までの実証事業です
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催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

荘
内
看
護
専
門
学
校 

令
和
９
年
度
看
護
学
生
募
集

▼
一
般
入
試　

■対
高
校
を
卒
業
し
た
方
ま
た

は
来
年
３
月
に
高
校
卒
業
見
込
み
の
方
、
高

校
卒
業
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
方　

■
試
験
日
時
・
科
目　

１
日
目

…
来
年
１
月
21
日
○木
午
前
９
時
（
国
語
〈
古

典
を
除
く
〉、
数
学
Ⅰ
、
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
・
Ⅱ
〈
リ
ス
ニ
ン
グ
を
除
く
〉、

小
論
文
）　

２
日
目
…
22
日
○金
午
前
９
時（
面

接
）

▼
社
会
人
入
試　

■対
昭
和
61
年
４
月
２
日
〜

平
成
18
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
、
次
の
い
ず

れ
か
を
満
た
す
方　

▽
高
校
を
卒
業
ま
た
は

高
校
卒
業
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
、
社
会
人
経
験
が
２
年
以
上
あ
る

▽
大
学
、
短
期
大
学
を
卒
業
し
、
社
会
人
経

験
が
１
年
以
上
あ
る　

■
試
験
日
時
・
科
目　

来
年
1
月
21
日
○木
午
前
９
時
（
国
語
〈
古

典
を
除
く
〉、
小
論
文
、
面
接
）

▼
共
通　

■
募
集
人
数　

一
般
・
社
会
人
・

学
校
推
薦
を
合
わ
せ

て
30
人　

■
修
業
年

数　

３
年
（
昼
間
）

■
願
書
受
付　

12
月

9
日
○水
〜
23
日
○水(

必

着)　
■
試
験
会
場
・

■申
同
校
☎

22
‐
１
９

１
9

市
政

◆国民年金制度とは　
　老後や、障害が残ったときなど、いざというとき
の生活を、働いている世代みんなで支えようという
考えで作られた公的年金。若いときに保険料を納め
続けることで年金を受け取ることができます。
◆加入対象者
　国内に住所がある20歳以上60歳未満の全ての方
◆保険料　
　月額１万7,920円（令和８年度）

◆国民年金にはこんな給付があります
▷ 老齢基礎年金　原則65歳から受け取る年金
▷ 障害基礎年金　病気やけがで体に障害が残った場
合、一定の支給要件を満たす方が受け取る年金
▷ 遺族基礎年金　国民年金の被保険者が亡くなった
とき、一定の支給要件を満たす方が受け取る年金
▷ その他の国民年金独自給付　
　寡婦年金、死亡一時金、短期在留
　外国人の脱退一時金　等

◆平日相談　月曜～金曜日午前９時～午後４時（毎
週月曜日は午後6時まで。祝日の場合は、翌平日）
◆休日相談　毎月第２土曜日午前10時～午後３時
■申同事務所☎23‐5040

鶴岡年金事務所年金相談

「ねんきんネット」のご案内

　パソコンやスマートフォンから
いつでも年金記録が確認できるほ
か、様々な機能が利用できます。
■ 利用可能な機能　
　 〇年金記録等の確認　〇将来の年金見込額の試算　
〇受給に関する各種通知書の確認　など
■利用方法　マイナポータルまたは
　日本年金機構ＨHPからログイン
■問ねんきんネットナビダイヤル☎0570‐058‐555

11月は「ねんきん月間」、11月30日（いいみらい）は「年金の日」です！ 

知っておきたい国民年金のこと
■問鶴岡年金事務所☎23‐5040、本所国保年金課☎35‐1294
　または各地域庁舎地域づくり推進課へ

年末調整や確定申告に向けて

　今年中に納めた国民年金保険料は、全額が社会保
険料控除の対象です。領収証書や日本年金機構で発
行する控除証明書をご準備ください（添付が義務づ
けられています）

◆社会保険料（国民年金保険料）控除証明書
▷ 10月下旬から11月上旬にかけて、日本年金機構か
　ら送付されます。10月以降に納付した保険料は、
　申告等の際、領収証書を添付してください（10月
　以降に今年初めて保険料を納付した方の証明書は、
　来年2月上旬に送付されます）
▷マイナポータルとねんきんネットを連携すると、
　社会保険料（国民年金保険料）控除証
　明書を電子データで受け取れ、e-Tax
　での確定申告に利用できます。

※予約制です。

詳しくは
市HP
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◆窓口受付時間　午前９時～午後４時30分
　※変更前は、午前８時30分～午後５時15分。
　※職員の勤務時間、電話対応の受付時間に変更
　　はありません。

◆対象の窓口　
▷ 本所１階 ･２階　市民課、国保年金課、長寿
介護課、地域包括ケア推進課、福祉課、課税課、
納税課
▷ にこ♥ふる　健康課、子育て推進課
▷ 地域庁舎　地域づくり推進課（市民・健康福祉）

◆10月２日からコンビニ交付の時間を
　拡大しました　
戸籍関連証明書の交付時間を拡大しました。
▷ 利用できる時間　午前６時30分～午後11時
▷ コンビニ交付できる証明書
住民票の写し、印鑑登録証
明書、所得・課税証明書、
戸籍全部・個人事項証明書
（戸籍謄本・戸籍抄本）、戸
籍の附票の写し

鶴
岡
市
福
祉
バ
ス 

有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す

　

福
祉
バ
ス
運
行
の
財
源

を
確
保
す
る
た
め
、
バ
ス

１
台
に
掲
示
す
る
有
料
広

告
を
募
集
し
ま
す
。
最
高

額
の
広
告
掲
出
料
を
提
示

し
た
１
団
体
を
選
定
し
ま

す
。

■
広
告
掲
出
期
間　

令
和
９
年
度
〜
11
年
度

（
３
年
間
）　

■
掲
出
料　

総
額
36
万
円
以

上
（
税
別
）　

■申
来
年
１
月
29
日
○金
ま
で
広

告
掲
載
申
込
書
等
を
本
所
福
祉
課

☎
35
‐
１
２
５
２
に
提
出

国
民
健
康
保
険
の
「
医
療
費
の

お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す

　

令
和
７
年
11
月
か
ら
８
年
10
月
ま
で
の
診

療
分
を
ま
と
め
た
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」

を
来
年
1
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。
こ
の
お

知
ら
せ
は
、
確
定
申
告
の
医
療
費
控
除
に
使

用
で
き
ま
す
。

　

令
和
8
年
11
月
・
12
月
診
療
分
の
お
知
ら

せ
は
、
今
年
度
は
発
行
し
ま
せ
ん
の
で
、
こ

の
期
間
に
受
診
さ
れ
た
分
は
、
医
療
機
関
か

ら
受
け
取
っ
た
「
領
収
書
」
を
各
自
で
大
切

に
保
管
し
、
そ
の
領
収
書
も
含
め
て
確
定
申

告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
地
域
づ
く
り
推
進
課
へ

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

福
祉
・
税

来年１月４日から試行し、７月に本格実施　

市役所の窓口受付時間を変更します
■問本所総務課☎35‐1114

　市職員の働き方改革の一環として、来年１月４日○月から、住民票や戸籍、保険証、税務な
どの窓口受付時間を短縮します。これにより、窓口業務対応後の事務処理に伴う時間外勤務
の縮減を目指します。
　併せて、利便性向上のため、コンビニエンスストアでの証明書取得時間を拡大しました。

【自宅で】登録は簡単。スマートフォンで約３分！
　　　    

■問本所コミュニティ推進課☎35‐1203

市ライン公式アカウント

「避難所チェックイン」の事前登録をお願いします

　災害が発生した際、避難所の受付は大変混雑します。市ラインで「避難所チェックイン」の事前登
録をしておくことで、スムーズに避難所に入所できます。家族の分も一緒に登録しておきましょう。

登録解説
動画

市HP

【避難所で】スマートフォンでチェックイン　
　事前登録をしている方は、避難所に掲示してあ
る２次元コードを読み込むことで、簡単に避難所
に入ることができます。事前登録した家族の分も
一緒に受付できます。

避難に関する情報
をタップ

防災・安全を
タップ

避難者情報の登録
・確認をタップ

登録
スタート

◆事前登録していない場合　
　これまでどおり「紙での受付」となります。

ライン
友達追加

詳しくは
市HP



6■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

▼
納
期
の
特
例　

従
業
員
が
常
時
10
人
未
満

の
事
業
所
等
は
、
申
請
に
よ
り
納
期
を
年
２

回
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■問
本
所
課
税
課
☎
35
‐
１
１
６
３

11
月
12
日
〜
25
日
は
女
性
に
対

す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、

売
買
春
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
女
性
に
対
す
る
暴
力

は
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

１
人
で
悩
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
1
人

で
は
気
付
か
な
か
っ
た
解
決
方
法
が
見
つ
か

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▽
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
た
め
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
♯
８
８
９
１　

▽
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ
☎
♯
８
０
０
８

　

期
間
中
、
運
動
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
パ
ー

プ
ル
リ
ボ
ン
に
ち
な
み
、
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡
、

月
山
ダ
ム
で
パ
ー
プ
ル
・
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
図
書
館
本
館
、
致
道

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、
関
連
図
書
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
ま
す
。

■問
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
26
‐
７
０
４
３

11
月
は
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
・
児

童
虐
待
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

あ
な
た
の
１
本
の
電
話
で
救
わ
れ
る
子
供

が
い
ま
す
。
児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決

す
べ
き
問
題
で
す
。
子
育
て
に
悩
む
保
護
者

を
支
援
す
る
た
め
、「
虐
待
か
も
」
と
思
っ

た
ら
迷
わ
ず
お
電
話
く
だ
さ
い
。
連
絡
者
や

内
容
に
関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▽
児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル
☎
１
８

９
（
い
ち
は
や
く
）

　

ま
た
、
11
月
30
日
○月
ま
で
、
シ
ン
ボ
ル
カ

ラ
ー
の
オ
レ
ン
ジ
に
ち
な
み
、
荘
銀
タ
ク
ト

鶴
岡
で
オ
レ
ン
ジ
・
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
実
施

し
ま
す
。

▼
虐
待
防
止
対
策
事
業
講
演
会　

■日
11
月
17

日
○火
午
後
１
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■内

「
こ
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
気
付
く
た
め
に
〜
家

族
・
地
域
・
支
援
者
に
で
き
る
こ
と
〜
」
東

海
林
岳
樹
氏
（
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
診

療
部
長
）　

■申
11
月
10
日
○火
ま
で
や
ま
が
た

e
申
請
で　

■他
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信

あ
り

▼
共
通　

■問
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
に
こ

♥

ふ
る
）
☎
26
‐
７
０
４
３

室
温
の
目
安
は
20
度
に　
　
　
　
　
　

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
し
ま
し
ょ
う　

　

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
は
、
過
度
な
暖
房
に
頼
ら

ず
、
冬
を
快
適
に
過
ご
す
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

で
す
。
電
力
を
使
用
す
る
冷
暖
房
の
省
エ
ネ

効
果
は
、
夏
よ
り
も
冬
の
方
が
大
き
く
、
効

果
的
に
電
気
代
を
節
約
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も

あ
り
ま
す
。

■問
本
所
環
境
政
策
課
☎
35
‐
０
１
６
０

11
月
は
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
月
間

　

燃
費
が
良
く
な
り
、
地
球
環
境
に
も
優
し

い
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル
や
車
間
距
離
の

保
持
は
安
心
・
安
全
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

■問
本
所
環
境
政
策
課
☎
35
‐
０
１
６
０

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
全
国
一
斉
情
報

伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

地
震
・
津
波
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
そ
の
緊
急
情
報
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
っ
て
、
国
か

ら
市
町
村
に
瞬
時
に
伝
え
ら
れ
、
住
民
の
皆

さ
ん
に
伝
達
さ
れ
ま
す
。

　

訓
練
当
日
は
、
防
災
行
政
無
線
で
の
試
験

放
送
を
行
い
ま
す
の
で
、
災
害
等
と
間
違
え

な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■日
11
月
11
日
○水
午
前
11
時
頃　

■
放
送
内
容

チ
ャ
イ
ム
音
↓
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の

テ
ス
ト
で
す
」
３
回
↓
「
こ
ち
ら
は
、
防
災

つ
る
お
か
で
す
」
↓
チ
ャ
イ
ム
音　

■問
本
所

防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

不
審
な
漂
流
物
や
人
物
を
見
掛 

け
た
ら
、
近
づ
か
ず
通
報
を
！

　

木
造
船
等
の
不
審
な
漂
流
・
漂
着
物
や
不

審
な
人
物
を
見
つ
け
た
ら
、
近
づ
か
ず
、
す

ぐ
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
陸
上
は
１
１
０
番
（
警
察
）

▽
海
上
は
１
１
８
番
（
海
上
保
安
庁
）

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

火
の
確
認　

い
い
日
を
支
え
る　

い
い
習
慣 

秋
季
火
災
予
防
運
動

　

11
月
９
日
○月
〜
15
日
○日
に
、
秋
季
火
災
予

防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
、

各
家
庭
で
暖
房
器
具
な
ど
火
を
取
り
扱
う
機

助
け
合
い
み
ん
な
の
税

ち
か
らで
未
来
を
つ
く
る 

11
月
11
日
〜
17
日
は
税
を
考
え
る
週
間

　

税
金
は
、
地
域
を
よ
り
豊
か
で
住
み
よ
い

社
会
に
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

　

市
ラ
イ
ン
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で
は
、
各
税

目
に
関
す
る
こ
と
や
課
税
・
納
税
に
関
す
る

よ
く
あ
る
質
問
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■問
本
所
課
税
課
☎
35
‐
１
１
７
６

ま
た
は
本
所
納
税
課
☎
35
‐
１
１

８
３
へ

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ 

個
人
の
市
・
県
民
税
、

森
林
環
境
税
は
特
別
徴
収
で
納
め
ま
し
ょ
う

　

個
人
の
市
・
県
民
税
、
森
林
環
境
税
の
特

別
徴
収
は
、
事
業
主
が
従
業
員
に
毎
月
支
払

う
給
与
か
ら
市
・
県
民
税
、
森
林
環
境
税
を

差
し
引
き
、
従
業
員
に
代
わ
っ
て
各
従
業
員

の
１
月
１
日
時
点
の
住
所
地
で
あ
る
市
町
村

に
毎
月
納
入
す
る
制
度
で
す
。

　

所
得
税
を
源
泉
徴
収
す
る
義
務
が
あ
る
事

業
主
に
は
、
原
則
と
し
て
従
業
員
の
市
・
県

民
税
、
森
林
環
境
税
を
特
別
徴
収
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。「
退
職
し
た
」

「
不
定
期
雇
用
で
あ
る
」
と
い
っ
た
特
段
の

理
由
が
な
い
限
り
、
事
業
主
や
従
業
員
の
希

望
で
普
通
徴
収
（
個
人
で
納
付
）
を
選
ぶ
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
特
別
徴
収
の
メ
リ
ッ
ト　

従
業
員
個
人
が

金
融
機
関
等
で
納
め
る
手
間
が
な
く
な
り
、

納
め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

普
通
徴
収
の
納
期
は
年
４
回
で
す
が
、
特
別

徴
収
の
納
期
は
年
12
回
な
の
で
、
従
業
員
の

１
回
当
た
り
の
負
担
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

生
活
・
そ
の
他
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銀
タ
ク
ト
鶴
岡　

■対
平
成
18
年
４
月
２
日
〜

19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方　

■問
対
象
者
で

届
い
て
い
な
い
方
は
社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁

舎
）
☎
57
‐
４
８
６
６
へ

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成
事
業 

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た

▼
地
域
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業　

■内
消
防

用
ホ
ー
ス
、
防

災
用
ヘ
ル
メ
ッ

ト
ほ
か
防
災
備

品
の
整
備
（
山

五
十
川
自
治
会
）

■問
温
海
庁
舎
地

域
づ
く
り
推
進

課
☎
43
‐
4
６

１
１

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

会
が
多
く
な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
火
災

予
防
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

冷
静
な
通
報
が
大
切
な
命
を
守
り
ま
す 

11
月
９
日
は
１
１
９
番
の
日

　
「
１
１
９
番
」
通
報
は
、
火
事
や
病
気
、
け

が
な
ど
の
緊
急
時
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
通

報
の
際
は
、
慌
て
ず
落
ち
着
い
て
伝
え
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

■
通
報
の
コ
ツ　

始
め
に
「
場
所
」
を
伝
え

ま
す
。
住
所
や
目
印
と
な
る
建
物
等
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。
指
令
員
が
質
問
形
式
で
、
状

況
や
け
が
人
の
有
無
な
ど
を
伺
い
ま
す

■
お
願
い　

▽
安
全
に
早
く
現
場
へ
到
着
す

る
た
め
、
消
防
車
・
救
急
車
は
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
し
て
走
行
し
ま
す
。
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す　

▽
間
違
え
て
１
１
９
番
に
電
話
し

た
場
合
は
、
無
言
で
切
ら
ず
、
間
違
い
で
あ

る
こ
と
を
必
ず
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
災
害
が

発
生
し
て
い
る
も
の
と
し
て
消
防
隊
が
出
動

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す　

■問
消
防
署
通
信
指
令
課
☎
22
‐
８
３
２
１　

狩
猟
期
間
に
お
け
る 

銃
猟
自
粛
区
域
に
つ
い
て

　

集
落
や
工
業
団
地
等
が
近
接
し
て
い
る
区

域
で
の
銃
に
よ
る
狩
猟
は
、
大
変
危
険
で
す
。

近
隣
住
民
等
の
人
身
事
故
防
止
の
た
め
、
次

の
河
川
の
周
辺
で
は
銃
を
使
っ
た
狩
猟
の
自

粛
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
発
砲
音
・
空

薬
莢き

ょ
う

等
で
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
、
狩
猟
者

は
法
令
と
マ
ナ
ー
を
遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。

■場
▽
内
川
…
寿
集
落
南
端
か
ら
庄
内
南
工
業

団
地
村
東
橋
ま
で
の
区
間　

▽
大
山
川
…
中

柳
原
集
落
今
世
橋
周
辺
、
石
山
・
楯
川
原
集

落
津
利
橋
周
辺　

▽
京
田
川
…
長
沼
十
文
字

集
落
周
辺　

▽
羽
黒
地
域
…
高
寺
周
辺
用
排

水
路　

■問
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
35
‐
１

２
９
８

狩
猟
免
許
の
取
得
等
の
費
用
を

補
助
し
ま
す

　

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
の
減
少
や
人
身

被
害
の
防
止
を
図
る
た
め
、
狩
猟
免
許
及
び

銃
砲
所
持
の
許
可
等
に
要
し
た
費
用
を
補
助

し
ま
す
。

■対
令
和
８
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
ま
で
に

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
に
必
要
な
狩
猟
免
許
及
び

銃
砲
所
持
の
許
可
を
受
け
た
方　

■
対
象
経

費　

第
１
種
銃
猟
免
許
や
、
わ
な
猟
免
許
の

取
得
経
費
、
銃
砲
所
持
の
許
可
及
び
保
管
経

費
、
猟
友
会
の
入
会
経
費　

■
補
助
率　

対

象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
（
上
限
あ
り
）

■申
来
年
１
月
15
日
○金
ま
で
本
所
農
山
漁
村
振

興
課
☎
35
‐
１
２
９
８
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ　

家
畜
伝
染
病
の
防
疫
対
策
の
た
め
施
設 

利
用
を
休
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

市
内
で
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
家
畜

伝
染
病
が
発
生
し
た
場
合
、
次
の
い
ず
れ
か

の
施
設
を
防
疫
対
策
の
た
め
の
現
場
事
務
所

と
し
て
利
用
し
ま
す
。
そ
の
際
は
、
安
全
確

保
の
た
め
通
常
の
施
設
利
用
を
休
止
し
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
期
間　

防
疫
対
策
開
始
か
ら
７
日
間
程
度

■
対
象
施
設　

藤
島
体
育
館
、
羽
黒
体
育
館
、

櫛
引
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
、
温
海
温
泉
林
業
セ
ン
タ
ー　

■問

本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９
５

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者 

登
録
の
更
新
申
請
に
つ
い
て

　

山
形
県
下
水
道
協
会
に
登
録
が
あ
り
、
登

録
の
有
効
期
限
が
来
年
３
月
31
日
と
な
っ
て

い
る
責
任
技
術
者
は
、
登
録
更
新
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。

■
更
新
申
請　

11
月
２
日
○月
〜
30
日
○月
に
上

下
水
道
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
７
６
１

０
へ10

月
下
旬
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
し
た 

令
和
９
年
鶴
岡
市
二
十
歳
を
祝
う
会

■日
来
年
１
月
10
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
荘

　11月15日○日から、「除雪作業車両追跡
MAP」を市HPで公開します。スマート
フォンやパソコンで24時間、除雪車両
の位置情報を確認できます。　

■問本所土木課☎35‐1403

11月15日運用開始！

除雪作業車両追跡マップ

マップは
こちらから
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音楽・美術・パフォーマンス・地域の食が楽しめるアー
トイベントが、施設をまるごと使って開催されました。
庄内にゆかりのある表現者や飲食店など約100組が参
加。ライブペインティングや、音をイメージして料理

をする体験など、思わず自分も「やってみタクなる」
企画が満載でした。フィナーレでは酒田市出身の歌手・
白崎映美さんほか地元のバンドが音楽ライブを披露。
観客も一体となり、会場は熱気であふれていました。

荘銀タクト鶴岡「タクなる～夢
ゆめうつつ

現～2026」本祭鶴岡｜10.4

鶴岡市総合防災訓練

いざというときの避難所運営や連携の方法を確認する
ため、河川氾濫を想定した訓練を実施。地域住民や企
業、自衛隊、警察など約500人が参加しました。市ラ

インで新たに導入した避難受付を体験したほか、自衛
隊による100食のカレー炊き出しなども実施。地域全
体の防災力を高める貴重な機会となりました。

櫛引｜10.4
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湯殿山スキー場でフリーマーケットを初開催

スキー用品をはじめ、アウトドアグッズや衣類、雑
貨など豊富な品々が並びます。掘り出し物を探して
店を巡り、お気に入りの一品を見つけていました。

朝日｜10.4

羽黒山公演・蜂子皇子からの伝言

出羽三山神社で行われた音楽イベントに、俳優の三
上博史さんや音楽家等が出演。霧で煙る杉林が荘厳
な雰囲気を醸し出す中、歌や朗読が披露されました。

あつみ健康のつどい

展示や講演など、充実した企画が盛りだくさん。中
でも、血管年齢や運動機能など、自分の健康状態を
チェックできるブースが人気を集めていました。

温海｜9.26

子ども夢スポーツフェスティバルin鶴岡2026

致道博物館企画展 川内由美子コレクション、全部。

雛
ひな

道具をはじめ、四季の風物など約２万点もの極小
ミニチュアがずらり。圧倒的な数と緻密さに、来場者
は目を凝らしながら感嘆の声を漏らしていました。

鶴岡｜9.5～11.16

藤島文化スポーツ事業団創立30周年記念コンサート

福田進一＆大萩康司の名手によるギターデュオが、
スペインや中南米などのクラシックギター楽曲を披
露。息の合った演奏が明治ホールに響きました。

藤島｜10.10 鶴岡｜10.11

羽黒｜9.15

バブル相撲やキッズチャンバラなど、様々なニュー
スポーツが大集合。ふだんは体験できない種目に、
子供たちは歓声を上げながら挑戦していました。
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魚
の
お
い
し
い
ま
ち
鶴
岡 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
２
６

■日
11
月
３
日
○火
〜
12
月
７
日
○月　

■内
市
内

飲
食
店
で
庄
内
産
魚
介
類
を
食
べ
て
応
募

す
る
と
、
抽
せ
ん
で
３
３
７
人
に
賞
品
が

当
た
る　

■問
本
所
農
山
漁
村
振

興
課
☎
35
‐
０
８
０
９

そ
ば
処
大
梵
字 

新
そ
ば
御
膳

■日
11
月
３
日
○火
〜
29
日
○日
午
前
11
時
〜
午

後
４
時　

■内
新
そ
ば
御
膳
提
供
（
各
日
限

定
20
食
）　

■費
１
、
６
０
０
円
（
当
日
は

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせる
かHP等で確認してください。■費がないものは原則無料です。
■申があるものは事前の申込みが必要です。
■掲載希望の方は…本所総務課☎35‐1117へ
原稿締切日は発行月の前々月25日です。掲載対象は発行月
の４日以降の催し等です。市内で開催され、対象の市民が
多いものを優先。編集の都合上、掲載できない場合があり
ます。掲載が不適当と市が認めるものは掲載できません。

催
し

１
０
０
円
増
し
）　

■場
・
■申
そ
ば
処
大
梵

字
☎
53
‐
３
４
１
３

鶴
岡
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク 

ま
つ
り
２
０
２
６

■日
11
月
７
日
○土
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４

時
30
分　

■場
同
パ
ー
ク　

■内
研
究
・
事
業

活
動
紹
介
、
科
学
体
験
、
地
元
企
業
と
の

コ
ラ
ボ
ブ
ー
ス
、
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
等

■問
同
ま
つ
り
実
行
委
員
会
☎
24

‐
７
７
１
１

ふ
じ
し
ま
秋
ま
つ
り　
　
　
　
　
　

つ
や
姫
の
里
の
収
穫
祭

■日
11
月
８
日
○日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２

時
15
分　

■場
藤
島
体
育
館　

■内
鶴
岡
ご
は

ん
日
本
一
決
勝
大
会
、
Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ

藤
島
支
所
秋
ま
つ
り
、
日
本
藁わ
ら

文
化
大
祭
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
米
俵
投
げ
大
会
、

キ
ッ
ズ
藁
ン
ド
、
包
丁
研
ぎ
、
出
店
等

■問
ふ
じ
し
ま
観
光
協
会
☎
64
‐
２
２
２
９　

■他
HP道

の
駅
「
あ
つ
み
」
し
ゃ
り
ん 

秋
の
う
ま
い
も
の
市

■日
11
月
８
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■内
焼
畑
あ
つ
み
か
ぶ
・
新
米
な
ど
秋
の
農

産
物
の
販
売
等　

■場
・
■問
し
ゃ

り
ん
☎
44
‐
３
２
１
１

あ
ぱ
や
マ
ル
シ
ェ

■日
11
月
８
日
○日
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３

時
30
分　

■場
温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■内
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
ク
ラ
フ
ト
作
品
販
売
、

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
等

地
元
の
お
母
さ
ん
た
ち
自
慢
の
味
が
並
び
ま
す 

や
ま
の
ご
っ
つ
お
ま
つ
り

■日
11
月
８
日
○日
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２

時　

■費
１
皿
１
４
０
円（
持
ち
帰
り
の
み
）　

■場
・
■問
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
☎
58
‐
１
４

５
５交

通
事
故
・
暴
力
行
為
・
犯
罪
の
防
止
に
向
け
て 

安
全
で
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
鶴
岡
大
会

■日
11
月
12
日
○木
午
前
10
時　

■場
中
央
公
民

館　

■内
防
犯
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
等
の

表
彰
式　

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１

２
０
４

や
ま
が
た
百
名
山　
　
　
　
　
　

 

湯
ノ
沢
岳
登
山

■日
11
月
14
日
○土
午
前
７
時
〜
午
後
４
時

（
湯
ノ
沢
岳
本
郷
登
山
口
集
合
）　

■定
先
着

20
人　

■費
１
、
５
０
０
円　

■持
昼
食
等

■申
11
月
11
日
○水
ま
で
あ
さ
ひ
む
ら
観
光
協

会
☎
53
‐
３
４
１
１
へ

焼
畑
あ
つ
み
か
ぶ
マ
ル
シ
ェ

■日
11
月
14
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

■場
道
の
駅
「
あ
つ
み
」
し
ゃ
り
ん　

■内
生

カ
ブ
・
漬
物
の
販
売
、
試
食
、
抽
せ
ん
会　

■問
焼
畑
あ
つ
み
か
ぶ
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
対

策
協
議
会
☎
43
‐
４
６
１
６

庄
内
５
つ
の
道
の
駅
合
同
企
画 

「
秋
の
大
感
謝
祭
」

■日
11
月
14
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■内
①
カ
モ
汁　

②
ア
ン
コ
ウ
汁
の
提
供

（
各
限
定
１
０
０
食
）　

■費
５
０
０
円　

■場

・
■問
①
道
の
駅
「
月
山
」
月
山
あ
さ
ひ
博

物
村
☎
53
‐
３
４
１
１　

②
道
の
駅
「
あ

つ
み
」
し
ゃ
り
ん
☎
44
‐
３
２
１
１　

■他

庄
内
地
方
の
５
駅
で
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
実

施
（
景
品
あ
り
）

田
川
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ン
ド
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

■日
11
月
14
日
○土
午
後
０
時
30
分　

■場
つ
る

し
ん
ア
リ
ー
ナ
小
真
木
原　

■内
小
学
生
等

に
よ
る
バ
ン
ド
活
動
の
発
表　

■問
豊
浦
小

☎
73
‐
２
０
１
２

熊
本
市
と
の
相
互
交
流
の
連
携
協
定
記
念
展
示 

「
加
藤
忠
廣
と
熊
本
城
」開
催
記
念
講
演
会

■日
11
月
14
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
図
書

館
本
館　

■定
70
人　

■師
木
山
貴
満
氏
（
熊

本
博
物
館
）、
嘉
村
哲
也
氏
（
熊
本
城
調

査
研
究
セ
ン
タ
ー
）　

■申
郷
土

資
料
館
☎
25
‐
５
０
１
４

鶴
岡
市
消
防
協
会
創
立
70
周
年 

記
念
講
演
会

■日
11
月
14
日
○土
午
後
２
時　

■場
グ
ラ
ン
ド

エ
ル
・
サ
ン　

■定
１
０
０
人　

■内「
地
域

の
防
災
力
と
消
防
団
」
山
﨑
登
氏
（
国
士

館
大
学
名
誉
教
授
）　

■問
同
協
会
☎
22
‐

８
３
３
０
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エ
ル
・
サ
ン　

■内
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ス
マ

ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
商
品
の
試
食
会　

■申

11
月
19
日
○木
ま
で
同
祭
事
務
局

☎
28
‐
２
８
３
４
へ

発
掘
！
ち
ょ
っ
と
昔
の
16
ミ
リ
映
画
会 

お
と
な
の
た
め
の
名
画
館

■日
11
月
25
日
○水
午
後
２
時　

■定
30
人　

■内

社
会
ド
ラ
マ
『
風
の
色
が
見
え
た
』、
日

本
昔
ば
な
し
『
座
敷
童
子
』『
ナ
マ
ズ
の

使
い
』　

■場
・
■申
11
月
２
日
○月
か
ら
中
央

公
民
館
☎
25
‐
１
０
５
０
へ

大
人
の
大
学
特
別
企
画 

吉
住
た
か
則
ワ
ン
コ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

■日
11
月
28
日
○土
午
後
２
時　

■定
１
５
０
人　

■費
５
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）　

■場

・
■問
東
田
川
文
化
記
念
館
☎
64

‐
２
５
３
７

鶴
岡
市
芸
術
祭 

12
月
の
日
程

▼
秀
人
会
書
展
２
０
２
６
〜
い
ま
☆
書
け

め
ぐ
る
〜　

■日
12
月
３
日
○木
〜
６
日
○日
午

前
９
時
〜
午
後
６
時
30
分
（
６
日
は
午
後

３
時
20
分
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ

ー
ラ
ム　
　

▼
鶴
岡
吹
奏
楽
団
創
立
50
周
年
記
念
定
期

演
奏
会　

■日
12
月
６
日
○日
午
後
２
時　

■場

荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡　

■費
大
人
…
８
０
０
円　

中
学
生
、
高
校
生
…
５
０
０
円　

小
学
生

以
下
…
無
料

▼
共
通　

■問
鶴
岡
市
芸
術
文
化
協
会
☎
57

‐
２
０
０
８

■問
同
支
部
☎
24
‐
９
０
２
９

古
典
に
触
れ
て
、歴
史
と
日
本
文
化
を
楽
し
む 

古
典
の
日
の
集
い

■日
11
月
22
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
図
書

館
本
館　

■内
講
演
「
歌
枕
か
ら
俳
枕
へ
〜

古
今
源
氏
枕
徒
然
の
呟
き
が
庄
内
を
抉
る

〜
」
春
山
進
氏
（
庄
内
民
俗
学
会
顧
問
）　

■費
５
０
０
円　

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
音
楽
体
験
会 

ふ
る
さ
と
コ
ン
サ
ー
ト

■日
11
月
22
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
大
山

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■
出
演　

田

中
彩
渚
、
鈴
木
集
、
鶴
岡
五
中
合
唱
部
・

吹
奏
楽
部
、C

hor Q
T　

■費
大
人
…
１
、

５
０
０
円
（
当
日
は
５
０
０
円
増
し
）

小
・
中
学
生
、
高
校
生
…
５
０
０
円　

■

前
売
り
券
販
売　

本
間
は
き
も
の
店
、
小

野
え
び
店　

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財 

山
戸
能
・
山
五
十
川
歌
舞
伎
奉
納
上
演

■日
11
月
23
日
○月
正
午　

■内
山
戸
能
…
座
揃

囃
子
、
恋
慕
の
舞
、
式
三
番
、
番
能
「
春

日
龍
神
」　

山
五
十
川
歌
舞
伎
…
義
経
千

本
桜
「
釣
瓶
鮨
屋
の
場
」　

■場
・
■問
山
五

十
川
公
民
館
☎
45
‐
２
９
４
９

庄
内
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル 

豊
穣
感
謝
祭
２
０
２
６

■日
11
月
25
日
○水
午
後
１
時　

■場
グ
ラ
ン
ド

産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー　
　
　
　
　
　

新
そ
ば
ま
つ
り
（
予
約
制
）

■日
11
月
15
日
○日
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１

時　

■内
ざ
る
そ
ば
２
枚
・
山
菜
な
め
こ
そ

ば
・
天
ぷ
ら
そ
ば
セ
ッ
ト
（
と
ち
も
ち
付

き
）
の
提
供
（
■費
各
１
、
０
０
０
円
）

■場
・
■申
同
産
直
☎
58
‐
１
４
５
５

つ
る
お
か
ふ
う
ど
マ
ル
シ
ェ　
　
　
　
　
　

「
秋
の
庄
内
浜
を
味
わ
う
」

■日
11
月
15
日
○日
午
前
11
時
〜
午
後
２
時

■場
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
（
フ
ー
デ
ェ
ヴ
ァ

ー
）　

■内
庄
内
浜
で
取
れ
た
魚
の
解
体
シ

ョ
ー
・
試
食
、
海
ご
み
ボ
ト
ル
ア
ー
ト
作

り
、
限
定
ラ
ン
チ
提
供
等　

■問
本
所
食
文

化
創
造
都
市
推
進
課
☎
35
‐
１
１
８
５

つ
る
お
か
森
の
保
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

■日
11
月
15
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
中
央

公
民
館　

■内
子
供
の
遊
び
環
境
に
関
す
る

講
演
・
座
談
会　

■師
仲
綾
子
氏
（
東
洋
大

学
教
授
）　

■申
子
育
て
推
進
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
１
２
９
１

羽
黒
の
風
土
を
掘
り
起
こ
す

〜
玉
川
遺
跡
出
土
品
展
〜

■日
11
月
21
日
○土
〜
来
年
４
月
５
日
○月　

■内

同
遺
跡
で
発
掘
さ
れ
た
遺
物
や
調
査
結
果

の
展
示　

■費
大
人
…
４
５
０
円　

高
校
生

・
大
学
生
…
３
５
０
円　

小
・
中
学
生
…

２
５
０
円　

■場
・
■問
い
で
は
文
化
記
念
館

☎
62
‐
４
７
２
７

児
童
読
書
感
想
画
展

■日
11
月
20
日
○金
〜
23
日
○月
午
前
10
時
〜
午

後
５
時
（
23
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■場

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■問
図
書
館
本

館
☎
25
‐
２
５
２
５

消
防
職
員
意
見
発
表
会

■日
11
月
20
日
○金
午
後
２
時　

■場
消
防
本
部

■内
消
防
・
防
災
に
関
す
る
発
表　

■問
消
防

本
部
総
務
課
☎
22
‐
８
３
３
０

ス
テ
ラ
の
会　

星
を
観
る
会 

冬
の
星
座
と
プ
レ
ア
デ
ス
星
団
食

■日
11
月
20
日
○金
午
後
６
時
30
分　

■場
中
央

公
民
館　

■内
解
説
、
観
望　

■費
小
学
生
以

上
３
０
０
円　

■持
懐
中
電
灯　

■申
ス
テ
ラ

の
会　

■他
別
途
資
料
代
（
１
０
０
円
）　

鶴
岡
東
洋
蘭
同
好
会 

柄
物
春
蘭
・
寒
蘭
展　

■日
11
月
21
日
○土
〜
24
日
○火
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
30
分
（
21
日
は
午
後
１
時
か
ら
、

24
日
は
正
午
ま
で
）　

■場
中
央
公
民
館

新
日
本
婦
人
の
会
鶴
岡
支
部 

わ
く
わ
く
サ
ー
ク
ル
体
験
会

■日
11
月
21
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
中
央

公
民
館　

■対
女
性　

■内
布
ぞ
う
り
作
り
、

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
、
音
読　

■費
１
０
０
円

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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「
知
の
拠
点
庄
内
」庄
内
海
岸
の
現
状 

と
再
生
に
向
け
て 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

■日
12
月
５
日
○土
午
後
２
時　

■定
会
場
・
オ

ン
ラ
イ
ン
各
50
人　

■内
学
生
が
松
枯
れ
と

海
洋
ご
み
問
題
に
つ
い
て
発
表
、
教
員
の

研
究
・
活
動
報
告　

■場
・
■申
11
月
29
日
○日

ま
で
公
益
大
大
学
院
☎
29
‐
０

５
５
５
へ

や
さ
し
い
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

■日
11
月
９
日
○月
・
30
日
○月
午
後
７
時　

■場

お
ひ
さ
ま
ス
タ
ジ
オ　

■定
先
着
５
人　

■費

１
、
０
０
０
円
（
初
回
無
料
）　

荘
内
傾
聴
カ
フ
ェ「
に
こ
っ
と
」

■日
11
月
11
日
○水
・
25
日
○水
午
後
２
時　

■場

荘
内
病
院　

■対
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族

■内
が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
対
話　

■申

同
院
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
26
‐
５

１
５
５

認
知
症
を
理
解
す
る
教
室　

■日
11
月
14
日
○土
午
前
10
時　

■場
上
郷
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■定
50
人　

■内
講
演

「
認
知
症
と
い
う
病
気
」
丸
谷
宏
（
荘
内

病
院
内
科
系
診
療
部
長
）、
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
ア
ド
バ
イ
ス
「
認
知
症
へ
の
備
え
、
市

の
取
り
組
み
」　

■申
本
所
地
域
包
括
ケ
ア

推
進
課
☎
29
‐
４
１
８
０

緩
和
ケ
ア
市
民
公
開
講
座

■日
11
月
14
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
い
ろ

り
火
の
里
（
三
川
町
）　

■定
先
着
２
０
０

人　

■内
講
演
「
何
歳
に
な
っ
て
も
人
生
を

楽
し
み
続
け
る
」　

■
出
演　

お
ば
あ
ち

ゃ
ん
（
芸
人
）、
本
坊
元
児
（
芸
人
・
ソ

ラ
シ
ド
）　

■申
２
次
元
コ
ー
ド
で　

■問
緩

和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴

岡
・
三
川
☎
26
‐
５
１
８
０

呼
吸
法
と
ス
ト
レ
ッ
チ
筋
ト
レ
体
操
で
介
護
予
防 

楽
ら
く
健
康
体
操

■日
11
月
17
日
か
ら
の
火
曜
日
午
後
１
時
30

分　

■場
つ
る
し
ん
ア
リ
ー
ナ
小
真
木
原

■定
15
人　

■費
月
額
２
、５
０
０
円
（
別
途

登
録
費
２
、
５
０
０
円
）　

■申
鶴
岡
市
民

健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１

ほ
っ
こ
り
か
ふ
ぇ

■日
11
月
20
日
○金
、
12
月
３
日
○木
午
前
10
時　

■内
認
知
症
に
関
す
る
ミ
ニ
講
話
、
専
門
職

と
の
交
流
・
相
談
等　

■申
本
所
地
域
包
括

ケ
ア
推
進
課
☎
29
‐
４
１
８
０

に
こ
♥

ふ
る  

軽
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
講
習
会

■日
11
月
19
日
○木
午
後
７
時　

■場
に
こ
♥

ふ

る　

■対
18
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
先

着
20
人　

■費
２
７
０
円　

■申
11
月
18
日
○水

ま
で
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０

１
４
９
へ　

■他
市
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

利
用
資
格
証
を
お
持
ち
の
方
は
受
講
免
除

ふ
じ
し
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　
　
　
　
　
　

 

ヨ
ガ
棒
教
室

■日
11
月
23
日
○月
午
後
７
時
15
分　

■場
藤
島

体
育
館　

■対
中
学
生
以
上
20
人　

■師
Ａ
Ｋ

Ｅ
Ｍ
Ｉ
氏
（
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）　

■費
高
校
生
以
上
…
１
、
０
０
０
円　

中
学

生
…
５
０
０
円　

■申
11
月
16
日
○月
ま
で
同

ク
ラ
ブ
☎
64
‐
２
１
４
３
へ

庄
内
ス
ケ
ー
ト
協
会 

サ
ン
デ
ー
ス
ケ
ー
ト
教
室

■日
12
月
６
日
〜
来
年
２
月
21
日
の
毎
週
日

曜
日
午
前
９
時　

■場
小
真
木
原
ス
ケ
ー
ト

場　

■定
①
上
級
（
Ｂ
級
以
上
）
…
15
人

②
中
級
（
Ｃ
級
）
…
15
人　

③
基
本
（
年

長
児
以
上
）
…
40
人　

④
親
子
（
小
学
生

以
上
と
そ
の
保
護
者
）
…
10
組　

■費
①
②

月
額
４
、
５
０
０
円　

③
中
学
生
以
上
月

額
４
、
５
０
０
円
、
小
学
生
以
下
月
額
３
、

７
０
０
円　

④
月
額
５
、
０
０
０
円
（
別

途
入
会
金
３
、
０
０
０
円
と
貸
靴
料
が
必

要
）　

■申
11
月
21
日
○土
午
後
２
時
〜
４
時

に
直
接
つ
る
し
ん
ア
リ
ー
ナ
小
真
木
原
へ　

■問
同
協
会

〜
き
こ
え
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室
〜 

聴
覚
障
が
い
と
要
約
筆
記

■日
12
月
６
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
に
こ

♥

ふ
る　

■内
講
話
「
要
約
筆
記
で
広
が
る

安
心
〜
人
工
内
耳
装
着
者
の
体
験
〜
」、

要
約
筆
記
の
利
用
方
法
、
実
演
、
体
験
等　

■費
２
０
０
円　

■申
12
月
１
日
○火
ま
で
鶴
岡

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
９

７
０
、　

26
‐
９
１
２
８
ま
た

は
２
次
元
コ
ー
ド
で

鶴
岡
ま
る
っ
と
地
域
医
療
〜
人
材
確 

保（
育
成
・
獲
得
）×
地
域
の
魅
力
〜

■日
12
月
19
日
○土
午
後
２
時　

■場
先
端
研
究

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■定
１
０
０
人　

■内

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

■申
11
月
30
日
○月
ま
で

㈱
瀬
尾
医
療
連
携
事
務
所
☎
０
８
０
‐
３

１
４
４
‐
７
５
２
７
へ　

■問
本
所
地
域
包

括
ケ
ア
推
進
課
☎
35
‐
１
２
５

１
児
童
館
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

▼
大
山
児
童
館　

■日
11
月
８
日
○日　

■問
同

館
☎
38
‐
０
２
６
０

▼
南
部
児
童
館　

■日
11
月
15
日
○日　

■問
同

館
☎
64
‐
１
９
０
０　

▼
暘
光
児
童
館　

■日
11
月
22
日
○日　

■問
同

館
☎
64
‐
８
６
４
０

▼
中
央
児
童
館　

■日
11
月
29
日
○日　

■問
同

館
☎
24
‐
４
６
０
８

▼
共
通　

■時
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
３
時　

■対
小
学
生　

■内
各
種
ゲ
ー
ム

等

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

子
育
て
・
子
供
向
け

FAX
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暘
光
児
童
館

▼
こ
ど
も
用
品
と
り
か
え
っ
こ　

■日
11
月

８
日
○日
午
前
10
時　

■内
不
要
に
な
っ
た
子

供
用
品
の
交
換
（
10
点
ま
で
）

▼
栄
養
士
さ
ん
の
お
は
な
し
「
離
乳
食
に

つ
い
て
」　

■日
11
月
13
日
○金
午
前
10
時
30

分　

■師
く
し
び
き
保
育
園
栄
養
士

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
☎
64
‐
８
６
４
０　

乳
幼
児
親
子
向
け 

南
部
児
童
館
み
な
っ
く
る 　

▼
ポ
ピ
ン
ズ
口
育
相
談
「
身
体
と
お
口
発

達
か
ら
は
じ
め
る
離
乳
食
編
」　

■日
11
月

９
日
○月
午
前
10
時
30
分　

■定
先
着
10
組

■申
11
月
１
日
○日
か
ら

▼
秋
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
お
は
な
し
会　

■日

11
月
11
日
○水
午
前
11
時　
　

▼
み
な
っ
く
る
で
遊
ぼ
う
！
「
フ
ォ
ト
ア

ー
ト
〝
秋
〞」　

■日
11
月
20
日
○金
午
前
10
時　

■定
先
着
12
組　

■内
写
真
撮
影
、
身
体
測
定

等　

■申
11
月
４
日
○水
か
ら

▼
み
な
っ
く
る
で
作
ろ
う　

■日
12
月
４
日

○金
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時　

■内
ベ
ル
リ
ボ
ン
リ
ン
グ
作
り（
30
分
程
度
）

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
☎
64
‐

１
９
０
０

ま
ん
ま
ル
ー
ム
子
育
て
講
座

■日
11
月
19
日
○木
午
前
10
時
30
分　

■対
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者　

■内
冬
に
気
を
つ
け
た

い
子
供
の
感
染
症
と
予
防　

■場
・
■申
11
月

２
日
○月
か
ら
同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３
５

へ
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■日
12
月
４
日

○金
午
前
10
時　

■対
令
和
８
年
６
月
〜
８
月

生
ま
れ
の
乳
児
と
そ
の
保
護
者
30
組　

■内

触
れ
合
い
遊
び　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
や

ま
が
た
ｅ
申
請
で

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

■日
12
月
18
日
○金
午

前
10
時　

■対
令
和
７
年
12
月
〜
８
年
５
月

生
ま
れ
と
そ
の
保
護
者
30
組　

■内
親
子
触

れ
合
い
遊
び　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
や
ま

が
た
ｅ
申
請
で

▼
転
入
者
の
た
め
の
子
育
て
案
内
講
座

■日
12
月
24
日
○木
午
前
10
時　

■対
子
育
て
中

の
転
入
者
ま
た
は
妊
娠
中
の
方
先
着
５
組

▼
共
通　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■問
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
25
‐
２
７
４
１

子
育
て
中
や
産
前
産
後
の
ご
家
庭
の
方
へ 

子
育
て
わ
く
わ
く
タ
イ
ム

■日
12
月
15
日
○火
午
前
10
時　

■内
発
育
測
定
、

健
康
相
談
等　

■師
後
藤
敬
子
氏
（
ご
っ
と

助
産
院
）　

■申
常
念
寺
保
育
園
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
る
ん
び
に
ー

園
☎
24
‐
９
０
５
５

星
と
音
楽
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム 

ク
リ
ス
マ
ス
公
開（
子
供
向
け
）

■日
12
月
５
日
○土
・
12
日
○土
・
19
日
○土
午
前

10
時
・
11
時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
・
３

時　

■定
各
回
先
着
60
人　

■内
冬
の
星
座
の

紹
介
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
歌
や
お
話　　

■費
高

校
生
以
上
…
３
０
０
円　

３
歳
以
上
…
１

０
０
円　

■申
11
月
25
日
○水
か
ら
市
ラ
イ
ン

で　

■場
・
■問
中
央
公
民
館
☎
25

‐
１
０
５
０　

■他
団
体
観
覧
は

要
問
合
せ

鶴
岡
工
業
高
校 

ミ
ニ
四
駆
教
室

■日
・
■場
①
12
月
６
日
○日
午
前
９
時
30
分
…

バ
ー
ン
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
ソ
ラ
イ　

②
13
日

○日
午
前
10
時
…
イ
オ
ン
モ
ー
ル
三
川
（
三

川
町
）　

■対
小
・
中
学
生
各
回
先
着
10
人　

■内
電
気
授
業
、
ミ
ニ
四
駆
製
作
・
レ
ー
ス

等　

■申
①
11
月
13
日
○金
ま
で　

②
19
日
○木

ま
で
２
次
元
コ
ー
ド
で　

■問
同
校
☎
22
‐

５
５
０
５　

■他
小
学
生
保
護
者

同
伴鶴

岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
県
総
合
美
術
展
覧
会
鶴
岡
巡
回
展
・
県

こ
ど
も
絵
画
展
覧
会　

■日
11
月
４
日
○水
〜

９
日
○月
午
前
9
時
〜
午
後
５
時
（
６
日
○金

・
７
日
○土
は
午
後
６
時
ま
で
）　

■費
大
人

…
５
０
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…
３
０

０
円　

中
学
生
以
下
…
無
料

▼
月
山
和
紙
で
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
づ
く
り

■日
11
月
29
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■対
中
学

生
以
上
先
着
10
人　

■師
シ
ブ
ヤ
ナ
オ
氏

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

（
紙
屋
作
左
エ
門
代
表
）　

■費
１
、
８
０
０

円　

■申
11
月
４
日
○水
〜
18
日
○水

▼
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ　

■日
12
月
５
日
○土

午
前
10
時
・
11
時　

■対
幼
児
〜
小
学
校
低

学
年
と
そ
の
保
護
者
各
回
先
着
25
人　

■内

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ー
ナ
ー　

■費
１
０
０
円

■申
11
月
23
日
○月
〜
12
月
４
日
○金

▼
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ　

館
内
設
備
点

検
の
た
め
、
11
月
３
日
○火
・
10
日
○火
は
休

館
し
ま
す
。
９
日
○月
は
臨
時
開
館
し
ま
す
。

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

創
造
の
森
交
流
館

▼
麻
雀
笑
楽
交　

■日
11
月
４
日
○水
・
11
日

○水
・
18
日
○水
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

30
分

▼
数
独
教
室　

■日
11
月
６
日
○金
・
13
日
○金

・
20
日
○金
・
27
日
○金
午
前
９
時
30
分　

▼
か
ん
た
ん
燻
製　

■日
11
月
14
日
○土
午
前

９
時
30
分　

■定
先
着
12
人　

■内
段
ボ
ー
ル

箱
で
簡
易
燻く

ん

製
器
を
製
作　

■費
６
０
０
円　

■持
軍
手　

■他
要
申
込
み

▼
新
蕎
麦
を
楽
し
む
会　

■日
11
月
21
日
○土

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時　

■定
先
着
12

人　

■内
地
元
産
そ
ば
粉
で
の
そ
ば
打
ち
と

食
事　

■費
９
０
０
円　

■他
要
申
込
み

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
健
康
体
操
ク
ラ
ブ　

■日
11
月
４
日
○水
・

５
日
○木
・
11
日
○水
・
12
日
○木
・
18
日
○水
・

19
日
○木
・
26
日
○木
午
前
10
時

施
設
の
催
し 
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▼
高
齢
者
の
元
気
を
支
え
る
無
料
健
康
相

談　

■日
11
月
５
日
○木
・
12
日
○木
・
19
日
○木
、

12
月
３
日
○木
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

▼
囲
碁
・
将
棋
大
会　

■日
11
月
25
日
○水
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時　

■申
11
月
19
日

○木
ま
で

▼
共
通　

■場
・
■問
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎

24
‐
０
０
６
６

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
早
朝
開
放
日　

■日
11
月
８
日
○日
午
前
６

時
〜
９
時　

■内
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
ね
ぐ
ら

立
ち
の
観
察　

■費
寄
附
制

▼
お
か
え
り
！
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
イ
ベ
ン
ト　

■日
11
月
８
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

■内
渡
り
鳥
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

振
る
舞
い
汁

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

▽
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
焼
き
マ
シ
ュ
マ

ロ
づ
く
り　

■日
11
月
14
日
○土
午
前
10
時

▽
ほ
と
り
あ
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ー
ル
づ
く
り　

■日
11
月
14
日
○土
午
前
10
時
30
分　

■費
１
シ

ー
ト
１
０
０
円

▽
消
し
ゴ
ム
ハ
ン
コ
で
エ
コ
バ
ッ
グ
づ
く

り　

■日
11
月
14
日
○土
午
前
10
時
30
分　

■費

３
０
０
円

▽
湿
地
の
お
香
づ
く
り　

■日
11
月
28
日
○土

午
後
１
時　

■定
10
人　

■費
１
セ
ッ
ト
１
、

０
０
０
円　

■申
11
月
26
日
○木
ま
で

▼
夜
の
開
放
日　

■日
11
月
21
日
○土
午
後
４

時
30
分
〜
７
時　

■内
竹
あ
か
り
in
都
沢
湿

地▼
里
地
里
山
学
講
座
「
隣
の
国
の
ラ
ム
サ

ー
ル
登
録
湿
地
‐
韓
国
に
学
ぶ
湿
地
の
恵

み
と
地
域
づ
く
り
‐
」　

■日
11
月
23
日
○月

午
後
１
時
30
分　

■定
30
人　

■師
チ
ュ
・
ギ

ジ
ェ
氏
（

山
大
学
名
誉
教
授
）　

■申
11

月
20
日
○金
ま
で

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

出
羽
庄
内
国
際
村

▼
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
in
庄
内

■日
11
月
15
日
○日
午
前
10
時　

■場
三
川
町
子

育
て
交
流
施
設
テ
オ
ト
ル　

■内
庄
内
在
住

外
国
出
身
者
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
・
朗
読

▼
韓
国
語
特
別
講
座
「
美
容
大
国
韓
国
に

い
こ
う
！
」　

■日
11
月
22
日
○日
午
後
１
時

■場
出
羽
庄
内
国
際
村　

■対
韓
国
語
学
習
経

験
者
20
人　

■費
高
校
生
以
上
…
２
、
０
０

０
円　

小
・
中
学
生
…
１
、
５
０
０
円

■他
要
申
込
み
。
８
人
以
上
で
開
講

▼
ネ
パ
ー
ル
洪
水
支
援　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

デ
イ　

■日
11
月
23
日
○月
午
前
10
時　

■場
同

館　

■内
コ
ン
サ
ー
ト
、
バ
ザ
ー
、
パ
ネ
ル

展
示
、
ネ
パ
ー
ル
に
関
す
る
ト

ー
ク
、
ネ
パ
ー
ル
料
理
の
試
食　

▼
国
際
村
日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
（
全
６
回
）　

■日
11
月
29
日
○日
午

前
10
時
、
午
後
１
時
30
分
、
12
月
６
日
○日

午
前
10
時
、
午
後
１
時
30
分
・
13
日
○日
午

前
10
時
・
20
日
○日
午
前
10
時　

■場
同
館

■他
外
国
語
の
能
力
は
問
わ
ず

▼
せ
か
い
の
台
所　

フ
ラ
ン
ス
の
お
菓
子

〜
ク
リ
ス
テ
ル
さ
ん
の
タ
ル
ト
タ
タ
ン
〜　

■日
12
月
19
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
同
館　

■定
10
人　

■師
ド
ル
セ
・
ク
リ
ス
テ
ル
氏

（
フ
ラ
ン
ス
出
身
）　

■費
１
、
６
０
０
円

■申
11
月
28
日
○土
か
ら

▼
共
通　

■問
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
紅
葉
の
旧
登
拝
道
観
察
会　

■日
11
月
10

日
〜
20
日
の
火
曜
〜
金
曜
日
午
前
９
時
30

分
（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■定
各
日
10
人　

■費
１
０
０
円

▼
落
葉
の
ブ
ナ
林
観
察
会　

■日
11
月
14
日

○土
午
前
８
時
30
分　

■定
20
人　

■費
大
人
…

２
、
０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
１
、
０

０
０
円　

■申
11
月
10
日
○火
ま
で

▼
ミ
ツ
バ
チ
か
ら
の
贈
り
物　

■日
11
月
15

日
○日
午
前
９
時　

■定
10
人　

■内
蜜
ろ
う
の

キ
ャ
ン
ド
ル
・
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
作
り
、

ハ
チ
の
内
緒
話　

■師
安
藤
竜
二
氏
（
蜜
工

房
ハ
チ
蜜
の
森
キ
ャ
ン
ド
ル
代
表
）　

■費

２
、
５
０
０
円　

■申
11
月
10
日
○火
ま
で

▼
森
を
編
む　

■日
11
月
21
日
○土
午
前
９
時　

■定
10
人　

■内
自
然
素
材
で
ク
ラ
フ
ト　

■費

大
人
…
１
、
５
０
０
円　

中
学
生
以
下
…

１
、
０
０
０
円　

■申
11
月
12
日
○木
ま
で

▼『
百
姓
の
百
の
声
』
映
画
上
映　

■日
12

月
５
日
○土
午
前
10
時
、
午
後
１
時　

■定
各

回
30
人　

■費
大
人
…
１
、
０
０
０
円　

中

学
生
以
下
…
５
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４

３
２
１

致
道
博
物
館

▼
企
画
展
「
戦
国
武
将
の
手
紙
を
分
析
し

た
せ
い
で
戦
国
時
代
が
嫌
い
、で
も
そ
ん

な
と
こ
ろ
が
好
き
っ
♡
っ
て
な
る
は
ず
展
」　

■日
11
月
21
日
○土
〜
来
年
１
月
31
日
○日
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
（
12
月
以
降
は
４
時
30

分
ま
で
）　

■場
同
館　

■内
最
上
義
光
や
伊

達
政
宗
な
ど
戦
国
武
将
の
手
紙
を
紹
介

▼
企
画
展
関
連
イ
ベ
ン
ト
「
戦
国
武
将
を

古
文
書
か
ら
解
く
」　

■日
11
月
29
日
○日
午

後
１
時
30
分　

■場
図
書
館
本
館　

■定
70
人　

■師
金
子
拓
氏
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）、

渋
谷
綾
子
氏（
同
）、畑
山
周
平
氏（
同
）、阿

部
哲
人
氏（
米
沢
市
上
杉
博
物
館
）、黒
田

風
花
氏（
仙
台
市
博
物
館
）　

■他
要
申
込
み　

▼
土
曜
講
座
「
戦
国
期
出
羽
と
越
後
の
境

目
認
識
」　

■日
12
月
５
日
○土
午
後
２
時

■場
致
道
博
物
館　

■定
40
人　

■師
菅
原
義
勝

氏
（
同
館
学
芸
員
）　

■他
要
申
込
み

▼
共
通　

■問
同
館
☎
22
‐
１
１
９
９　

■他

入
館
料
（
■費
大
人
…
１
、
０
０
０
円　

高

校
生
・
大
学
生
…
４
０
０
円　

小
・
中
学

生
…
３
０
０
円
）

金
峰
少
年
自
然
の
家

▼
き
ん
ぼ
う
ク
ラ
フ
ト
も
ち
つ
き
フ
ェ
ス

タ　

■日
12
月
５
日
○土
午
前
９
時　

■対
家
族

先
着
60
人　

■内
季
節
の
ク
ラ
フ
ト
作
り
等

■費
１
０
０
円　

■申
11
月
４
日
○水
〜
15
日
○日

▼
わ
く
わ
く
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ　

■日

12
月
16
日
○水
午
後
７
時　

■対
家
族
、
高
校

生
以
上
先
着
40
人　

■内
冬
の
星
座
と
オ
リ

オ
ン
大
星
雲　

■申
11
月
16
日
○月
か
ら　

▼
共
通　

■申
２
次
元
コ
ー
ド
で　

■場
・
■問
同
館
☎
24
‐
２
４
０
０
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づ
く
り
」　

■日
11
月
14
日
○土
午
前
10
時

■定
先
着
８
人

▼
ス
イ
ー
ツ
教
室
「
フ
ラ
イ
パ
ン
で
作
る

バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
」　

■日
11
月
14
日
○土
午

後
１
時
30
分　

■定
先
着
７
組　

▼
共
通　

■費
２
、
５
０
０
円

■場
・
■申
同
市
場
☎
64
‐
３
０
９

３
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
「
く
る
り
ん
館
」 

ご
み
の
出
し
方
疑
問
解
決
‼
講
座

■日
11
月
16
日
○月
午
後
１
時
30
分　

■対
市
内

ま
た
は
三
川
町
在
住
の
方　

■内
ご
み
の
分

け
方
・
出
し
方
の
講
座
、
施
設
見
学
、
分

別
相
談　

■場
・
■申
同
館
☎
35
‐

３
５
５
７　

■他
市
HP

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー　

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修　

■日
11
月

20
日
○金
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
真
の
原
因
を
導
く
な
ぜ
な
ぜ
分
析
講
座　

■日
11
月
26
日
○木
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
共
通　

■定
20
人　

■費
６
、
０
０
０
円

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２

２
０
０

中
央
公
民
館
の
講
座

▼
み
ん
な
の
学
び
舎　

冬

▽
防
災
講
座
「
災
害
へ
の
備
え
と
乾
物
で

作
る
防
災
食
」（
全
３
回
）　

■日
11
月
24
日

○火
、
12
月
1
日
○火
・
８
日
○火
午
後
１
時
30

分　

■定
15
人　

■師
齋
藤
勝
三
氏
（
市
地
域

子
ど
も
読
書
活
動
推
進
講
座

■日
11
月
８
日
○日
午
前
10
時　

■定
70
人　

■内

「″
し
あ
わ
せ
な
読
書
時
間
〞
の
た
め
に
―

子
ど
も
の
成
長
に
合
わ
せ
た
本
選
び
の
ヒ

ン
ト
」
鈴
木
晴
子
氏
（
東
京
子
ど
も
図
書

館
）　

■申
２
次
元
コ
ー
ド
で　

■場
・
■問
図
書
館
本
館
☎
25
‐
２

５
２
５

鶴
岡
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
入
会
説
明
会

■日
11
月
９
日
○月
・
26
日
○木
、
12
月
11
日
○金
、

来
年
１
月
13
日
○水
・
28
日
○木
午
前
10
時　

■対
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方
各
回
15
人　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
４
４
３
６

地
域
定
住
農
業
者
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム 

食
と
農
の
ビ
ジ
ネ
ス
塾 

一
般
公
開
講
座

■日
11
月
12
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■場
酒
田

市
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー　

■定
20
人　

■内

「
農
業
継
承
〜
こ
れ
か
ら
の
農
業
の
引
き

継
ぎ
方
・
譲
り
方
」
大
波
恒
昭
氏
（
福
島

県
農
業
経
営
就
農
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局

長
）　

■申
同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
☎
０
７
０

‐
２
０
１
１
‐
５
６
１
５

ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や 

11
月
の
た
わ
ら
や
教
室

▼
ハ
ー
ブ
教
室
「
フ
ァ
イ
ヤ
ー
サ
イ
ダ
ー

防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）、
中
野
律
氏
（
合

同
会
社
Ｙ
Ｕ
Ｉ
代
表
社
員
）　

■費
２
、
０

０
０
円

▽
が
ん
ば
っ
た
日
の
疲
労
回
復
テ
ク
ニ
ッ

ク
入
門
（
全
２
回
）　

■日
12
月
４
日
○金
・
11

日
○金
午
後
７
時　

■定
12
人　

■師
石
関
友
也

氏
（N

A
LA
 G
YM

）　

■費
１
、
１
０
０
円

▽
み
ん
な
を
笑
顔
に
！
は
じ
め
て
の
マ
ジ

ッ
ク
教
室
（
全
３
回
）　

■日
12
月
５
日
○土

・
12
日
○土
・
19
日
○土
午
後
２
時　

■定
８
人　

■師
お
も
し
ろ
マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ　

■費
２
、

０
０
０
円

▼
短
期
講
座
「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
＆
上
品
な

く
す
み
ピ
ン
ク
の
し
め
飾
り
」　

■日
12
月

２
日
○水
午
後
７
時　

■定
10
人　

■師
三
浦
淳

志
氏
（
花
蔵
店
主
）　

■費
３
、
５
０
０
円

▼
共
通　

■対
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方　

■場
・
■申
11
月
５
日
○木
〜
18
日
○水
に
同
館
☎

25
‐
１
０
５
０
へ

市
民
公
開
研
修
会 

嚥
下
障
害
治
療
最
前
線

■日
11
月
21
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
鶴
岡

協
同
の
家
こ
ぴ
あ　

■師
福
村
直
毅
氏
（
医

師
）　

■費
３
０
０
円　

■申
鶴
岡
田
川
鍼

マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会　

hareso
raao@

gm
ail.com

中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー
料
理
講
座 

実
り
豊
か
な
つ
る
お
か
の
味

▼
温
海
地
域　

■日
11
月
25
日
○水
午
前
10
時　

■師
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
温
海
地
域　

■申
11
月
４
日
○水
〜
18
日
○水
（
過
去
の
同
セ

ン
タ
ー
の
料
理
講
座
受
講
者
は
11
月
９
日

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

○月
か
ら
）

▼
羽
黒
地
域　

■日
12
月
16
日
○水
午
前
10
時　

■師
同
協
議
会
羽
黒
地
域　

■申
11
月
19
日
○木

〜
12
月
４
日
○金（
過
去
の
同
セ
ン
タ
ー
の

料
理
講
座
受
講
者
は
11
月
24
日
○火
か
ら
）

▼
共
通　

■対
市
内
・
三
川
町
・
庄
内
町
に

勤
務
ま
た
は
在
住
の
高
校
生
以
上
15
人

■費
２
、
０
０
０
円　

■場
・
■申
同

セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０

公
益
大
公
立
化
・
開
学
25
周
年
・ 

国
際
学
部
新
設
記
念 

講
演
会

■日
11
月
28
日
○土
午
後
２
時　

■場
公
益
大
大

学
院　

■定
80
人　

■内「
Ａ
Ｉ
の
時
代
に
外

国
語
学
習
は
必
要
か
」
菅
原
克
也
氏
（
東

京
大
学
名
誉
教
授
）　

■申
２
次
元
コ
ー
ド

で　

■問
公
益
大
☎
０
２
３
４
‐

41
‐
１
１
１
９

困
難
を
抱
え
る
若
者
と
家
族
の
た
め
の 

「
親
亡
き
後
」の
生
活
設
計
講
座

■日
11
月
29
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
に
こ

♥

ふ
る　

■内
障
害
年
金
・
生
活
保
護
・
相

続
な
ど
お
金
の
基
本
、
成
年
後
見
制
度
や

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
等　

■師
菅
原
直
子

氏
（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
）　

■申
一
歩
（
柳
原
）
☎
24
‐
１
８

１
９地

域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
な
い 

障
害
理
解
啓
発
・
差
別
解
消
研
修

■日
12
月
５
日
○土
午
前
10
時　

■場
出
羽
庄
内

国
際
村　

■定
１
５
０
人　

■内「『
居
住
支
援

実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
か
ら
学
ぶ
、
合
理
的

講
座
・
講
習
会 
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配
慮
と
親
亡
き
後
の
備
え
」
友
野
剛
行
氏

（
㈱
ふ
く
し
ね
っ
と
工
房
代
表
取
締
役
）　

■申
11
月
27
日
○金
ま
で
２
次
元
コ
ー
ド
ま
た

は
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
こ
ろ

　

25
‐
２
４
７
６
へ　

■問
同
セ

ン
タ
ー
☎
25
‐
２
７
９
４

お
も
し
ろ
講
座  

わ
ら
細
工

教
室「
干
支
の
ひ
つ
じ
作
り
」

■日
12
月
12
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■師 

Ｊ
Ａ

庄
内
た
が
わ
わ
ら
工
芸
部
会　

■費
７
０
０

円　

■場
・
■問
東
田
川
文
化
記
念

館
☎
64
‐
２
５
３
７

甲
乙
同
時
防
火
管
理
講
習

■日
12
月
17
日
○木
・
18
日
○金
（
乙
種
は
17
日

の
み
）　

■場
酒
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
酒
田
市
）　

■定
1
０
０
人　

■申
11
月
13
日

○金
〜
26
日
○木
に
日
本
防
火
・
防

災
協
会
☎
03
‐
６
２
６
３
‐
９

９
０
３
ま
た
は
山
形
県
消
防
設

備
協
会
☎
０
２
３
‐
６
２
９
‐

８
４
７
７
へ

消
防
設
備
士
試
験

■日
来
年
１
月
23
日
○土
午
前
中　

■場
山
形
ビ

ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
（
山
形
市
）
ま
た
は
庄
内

Ｊ
Ａ
ビ
ル
（
酒
田
市
）　

■内
甲
種
・
乙
種

（
全
類
）　

■申
電
子
・
書
面
申
請
と
も
に
11

月
27
日
○金
〜
12
月
10
日
○木　

■問
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部
☎
０
２
３
‐

６
３
１
‐
０
７
６
１　

■他
願
書
は
消
防
本

部
、
消
防
署
及
び
消
防
各
分
署
で
配
布

地
域
管
理
経
営
計
画
策
定
に

係
る
意
見
募
集

　

令
和
９
年
度
に
予
定
し
て
い
る
庄
内
地

域
の
国
有
林
に
関
す
る
同
計
画
の
策
定
に

向
け
て
広
く
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■申
11
月
１
日
○日
〜
15
日
○日
に
２
次
元
コ
ー

ド
で　

■問
東
北
森
林
管
理
局
☎

０
１
８
‐
８
３
６
‐
２
２
０
７

い
こ
い
の
村
公
園
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
園 

栽
培
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

■日
11
月
８
日
○日
午
前
９
時
30
分　

■場
同
公

園　

■定
先
着
30
人　

■内
球
根
の
植
付
け
作

業　

■師
庄
内
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
倶
楽
部　

■申

11
月
６
日
○金
ま
で
本
所
農
山
漁
村
振
興
課

☎
35
‐
０
１
４
５
へ

入
居
時
期
は
12
月
下
旬
以
降 

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
ち
わ
ら
住
宅

３
Ｄ
Ｋ
（
子
育
て
向
け
）
３

美
原
住
宅

１
階
・
１
Ｄ
Ｋ
（
高
齢
・

障
害
者
向
け
）

１

稲
生
住
宅

４
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

み
ど
り
住
宅
２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

大
山
住
宅

３
階
・
２
Ｄ
Ｋ

２

藤島
ふ
じ
な
み

住
宅

木
造
２
階
建
長
屋
・

３
Ｄ
Ｋ
（
家
族
向
け
）

１

木
造
平
屋
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

２

■申
11
月
２
日
○月
〜
20
日
○金
に
山
形
県
す
ま

い
・
ま
ち
づ
く
り
公
社
鶴
岡
管
理
事
務
所

☎
35
‐
０
１
５
３
へ

地
域
の
明
る
い
未
来
フ
ォ
ー

ラ
ム
in
庄
内　

観
覧
者
募
集

■日
12
月
22
日
○火
午
後
４
時　

■場
出
羽
庄
内

国
際
村　

■内
山
形
県
知
事
と
庄
内
地
域
の

市
町
長
が
地
域
の
未
来
に
つ
い
て
意
見
交

換　

■申
12
月
４
日
○金
ま
で
HP
で　

■問
山
形

県
企
画
調
整
課
☎
０
２
３
‐
６

３
０
‐
２
１
７
２

自
衛
官
等
採
用
試
験

募
集
種
目

試
験
日

受
付
期
間

①

一
般
曹

候
補
生

１
次
試
験
…
11

月
28
日
○土
〜
30

日
○月
の
内
１
日

11
月
20
日

○金
ま
で

②

２
等
陸
・
海

・
空
士
（
任

期
制
自
衛
官
）

筆
記
・
適
性
検
査

…
12
月
４
日
○金
〜

６
日
○日
の
内
１
日
11
月
30
日

○月
ま
で

口
述
・
身
体
検
査

…
12
月
12
日
○土

筆
記
・
適
性
検
査

…
来
年
１
月
９
日

○土
〜
11
日
○月
の
内

１
日

12
月
１
日

○火
〜
来
年

１
月
６
日

○水

口
述
・
身
体
検
査

…
来
年
１
月
16

日
○土

③

高
等
工
科

学
校
生
徒

（
推
薦
）

来
年
１
月
９
日

○土
〜
11
日
○月
の

内
１
日

11
月
27
日

○金
ま
で

④

高
等
工
科

学
校
生
徒

（
一
般
）

１
次
試
験
…
来

年
１
月
23
日
○土

来
年
１
月

14
日
○木
ま

で

■
試
験
会
場　

①
・
②
筆
記
・
適
性
検
査

…
ウ
ェ
ブ
開
催　

②
口
述
・
身
体
検
査
…

神
町
駐
屯
地（
東
根
市
）　

③
仙
台
駐
屯
地

（
仙
台
市
）　

④
食
糧
会
館
（
山
形
市
）　

■問
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部

鶴
岡
出
張
所
☎
22
‐
０
４
６
６

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す 

勤
労
者
無
料
法
律
相
談
会

■日
11
月
27
日
○金
午
後
３
時
〜
７
時　

■対
鶴

岡
・
田
川
地
区
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る
方
先
着
８
人　

■場
・
■申
11
月
26
日
○木

ま
で
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３

１
４
７
へ

庄
内
恋
す
る
作
戦
会
議
〜
恋
活
・ 

婚
活
を
始
め
た
い
あ
な
た
へ
〜

■日
11
月
29
日
○日
正
午
〜
午
後
５
時　

■場
イ

オ
ン
モ
ー
ル
三
川　

■内
恋
活
・
結
婚
に
関

す
る
相
談
、
Ａ
Ｉ
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

の
紹
介
等　

■問
本
所
地
域
振
興

課
☎
35
‐
１
１
９
１

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す 

多
重
債
務
無
料
法
律
相
談
会

■日
12
月
１
日
○火
午
後
１
時
〜
３
時　

■場
市

役
所
本
所　

■定
先
着
３
人　

■申
11
月
27
日

○金
ま
で
本
所
市
民
課
☎
35
‐
１
１
９
４
へ

12
月
４
日
〜
10
日
は
人
権
週
間
で
す 

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　

夫
婦
・
家
族
間
の
ト
ラ
ブ
ル
、
Ｄ
Ｖ
、

高
齢
者
・
子
供
の
虐
待
、
遺
産
相
続
、
い

じ
め
、
体
罰
、
近
所
ト
ラ
ブ
ル
、
騒
音
・

悪
臭
等
の
公
害
、
土
地
の
境
界
問
題
等
に

つ
い
て
、
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

募
集
・
相
談

FAX
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ま
す
。

▼
櫛
引
地
域　

■日
12
月
１
日
○火
午
後
１
時

〜
４
時　

■場
市
役
所
櫛
引
庁
舎　

■問
櫛
引

庁
舎
地
域
づ
く
り
推
進
課
☎
57
‐
２
１
１

３▼
朝
日
地
域　

■日
12
月
２
日
○水
午
後
１
時

〜
４
時　

■場
朝
日
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー　

■問
朝
日
庁
舎
地
域
づ
く
り
推
進

課
☎
53
‐
２
１
１
４

▼
温
海
地
域　

■日
12
月
２
日
○水
午
後
１
時

〜
４
時　

■場
温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■問
温
海
庁
舎
地
域
づ
く
り
推
進
課
☎
43
‐

４
６
１
４

▼
鶴
岡
地
域　

■日
12
月
４
日
○金
午
前
10
時

〜
午
後
３
時　

■場
・
■問
山
形
地
方
法
務
局

鶴
岡
支
局
☎
22
‐
１
０
０
３

▼
藤
島
地
域　

■日
12
月
４
日
○金
午
後
１
時

〜
４
時　

■場
藤
島
地
区
地
域
活
動
セ
ン
タ

ー　

■問
藤
島
庁
舎
地
域
づ
く
り
推
進
課
☎

64
‐
５
８
０
７

▼
羽
黒
地
域　

■日
12
月
７
日
○月
午
後
１
時

〜
４
時　

■場
羽
黒
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■問
羽
黒
庁
舎
地
域
づ
く
り
推
進
課
☎
26
‐

８
７
７
３

全
国
ひ
と
り
親
世
帯
等
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

国
が
実
施
す
る
同
調
査
は
、
ひ
と
り
親

家
庭
の
生
活
実
態
を
把
握
し
、
よ
り
良
い

福
祉
施
策
を
作
る
た
め
の
大
切
な
調
査
で

す
。
無
作
為
に
選
ば
れ
た
対
象
世
帯
に
調

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
回
答
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
基
準
日　

令
和
８
年
11
月
1
日　

■
調

査
期
間　

11
月
頃　

■問
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
☎
26
‐
７
０
４
３

「
鶴
岡
市
あ
さ
ひ
カ
レ
ン
ダ
ー
」  

２
０
２
７
年
版
予
約
受
付
中

　

タ
イ
ト
ル
は″
む
ら
じ
か
ん
〞。
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
の
応
募
作
品
か
ら
選
ば
れ
た

写
真
を
使
用
し
た
２
０
２
７
年
の
カ
レ
ン

ダ
ー
で
す
（
数
量
限
定
）。
方
言
が
聞
け

る
動
画
も
見
ら
れ
ま
す
。

■費
１
、
３
０
０
円
（
50
部
以
上
の
注
文
で

割
引
あ
り
。
別
途
送
料
）　

■
サ
イ
ズ

５
５
２
㎜
×
４
２
０
㎜（
８
ペ
ー
ジ
構
成
）　

■申
あ
さ
ひ
む
ら
観
光
協
会
☎
53
‐
３
４
１

１　

■他
HP

11
月
１
日
〜
12
月
１
日
は

「
犯
罪
被
害
者
月
間
」
で
す

　

犯
罪
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
は
犯
罪
の
直

接
的
な
被
害
だ
け
で
な
く
、
精
神
的
、
経

済
的
な
被
害
な
ど
、
様
々
な
問
題
を
抱
え
、

周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

犯
罪
被
害
者
へ
の
支
援
と
理
解
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

■問
鶴
岡
警
察
署
☎
28
‐
０
１
１

０
鶴
岡
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
11
月
11
日
〜
17
日
は
税
を
考
え
る
週
間

「
税
の
作
品
展
示
」　

■日
11
月
11
日
○水
〜
13

日
○金
・
16
日
○月
・
17
日
○火
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時　

■場
鶴
岡
第
２
地
方
合
同
庁
舎　

■他
絵
は
が
き
の
展
示
は
12
月
以
降
の
予
定

▼
税
務
署
総
合
窓
口
の
受
付
時
間　

午
前

９
時
か
ら
午
後
３
時
で
す
（
受
付
時
間
外

で
も
開
庁
時
間
内
に
来
庁
さ
れ
た
場
合
は

対
応
）。
面
談
で
の
相
談
は
予
約
制
で
す

の
で
、
希
望
の
方
は
事
前
に
電
話
で
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
令
和
８
年
分
の
年
末
調
整
に
つ
い
て　

基
礎
控
除
の
引
上
げ
等
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。　

▼
青
色
申
告
特
別
控
除
の
見
直
し　

令
和

９
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
青
色
申
告
の

個
人
事
業
主
等
に
適
用
さ
れ
る
青
色
申
告

特
別
控
除
の
見
直
し
が
行
わ
れ

ま
す
。
HP
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。　
　

▼
共
通　

■問
同
署
☎
22
‐
１
４
０
１

一
部
の
郵
便
局
で
昼
時
間
帯
の 

窓
口
営
業
を
休
止
し
ま
す

　

11
月
30
日
○月
か
ら
次
の
局
で
昼
時
間
帯

の
窓
口
営
業
を
休
止
し
ま
す
。

■
休
止
時
間　

温
海
郵
便
局
…
午
前
11
時

30
分
〜
午
後
０
時
30
分　

鶴
岡
本
町
二
・

湯
田
川
・
木
野
俣
・
善
宝
寺
・
大
岩
川
郵

便
局
…
０
時
30
分
〜
１
時
30
分　

■問
鶴
岡

本
町
二
郵
便
局
☎
22
‐
４
２
６
２

屋
外
広
告
物
の
適
正
管
理
に

努
め
ま
し
ょ
う

　

適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
看
板
の
落

下
や
倒
壊
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
屋

外
広
告
物
の
安
全
点
検
は
設
置
者
等
の
義

務
で
す
。
事
故
防
止
の
た
め
定
期
的
に
点

検
・
補
修
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■問
庄
内
総
合
支
庁
建
設
総
務
課
☎
66
‐
５

５
８
６

２
０
２
７
年
版
や
ま
が
た
県
民 

手
帳
を
販
売
し
て
い
ま
す

■内
山
形
県
の
概
要
や
統
計
資
料
、
生
活
資

料
や
レ
ジ
ャ
ー
に
役
立
つ
便
利
な
情
報
が

掲
載
さ
れ
た
手
帳
（
色
は
ネ
イ
ビ
ー
と
パ

ー
ル
ホ
ワ
イ
ト
の
２
種
類
）　

■費
９
０
０

円　

■
取
扱
い　

各
地
域
庁
舎
地
域
づ
く

り
推
進
課
、
コ
ン
ビ
ニ
、
書
店
等　

■問
山

形
県
統
計
協
会
☎
０
２
３
‐
６
２
３
‐
３

１
３
１

山
形
交
響
楽
団
演
奏
会
チ
ケ
ッ
ト
を 

無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
（
抽
せ
ん
）

■日
来
年
１
月
23
日
○土
午
後
７
時　

■場
山
形

テ
ル
サ
（
山
形
市
）　

■対
市
内
在
住
の
方

４
人
（
１
人
１
枚
）　

■申
11
月
９
日
○月
ま

で
社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４

８
６
７
へ　

■他
チ
ケ
ッ
ト
は
後
日
郵
送

冬
期
間
の
安
全
確
保
と
効
率
的
な
除
雪
作
業
の
た
め 

踏
切
道
全
面
通
行
止
め
を
行
い
ま
す

■
通
行
止
め
踏
切
名
・
期
間　

鶴
岡
地
域

…
佐
渡
川
、
沢
田
、
観
音
、
古
新
田
（
12

月
２
日
○水
〜
来
年
３
月
４
日
○木
）　

藤
島

地
域
…
第
一
渡
前
（
11
月
17
日
○火
〜
来
年

３
月
５
日
○金
）、
幕
ノ
内
（
12
月
３
日
○木

〜
来
年
３
月
５
日
○金
）　

■問  

Ｊ
Ｒ
東
日
本

・
保
線
技
術
ユ
ニ
ッ
ト
（
酒
田
）
☎
０
２

３
４
‐
22
‐
０
０
８
９

そ
の
他
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親
元
で
暮
ら
せ
な
い
子
供

た
ち
を
支
援
し
た
い

　
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
、
児
童
虐
待
の

ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
る
た
び
心
を
痛
め
て

い
ま
す
。
親
元
で
暮
ら
せ
な
く
な
っ
た

子
供
た
ち
に
、
何
か
で
き
る
こ
と
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

「
里
親
さ
ん
」に
な
っ
て
子

供
た
ち
を
育
て
ま
せ
ん
か

　

親
の
病
気
や
経
済
的
な
理
由
、
ま
た

児
童
虐
待
な
ど
で
親
と
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
な
い
子
供
た
ち
を
家
庭
で
受
け
入

れ
る
「
里
親
」
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

里
親
に
な
る
に
は
特
別
な
資
格
や
経

験
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
こ
と

は
、
温
か
な
愛
情
や
子
供
に
寄
り
添
う

気
持
ち
で
す
。
子
供
を
養
育
す
る
た
め
、

「
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
な
い
」
な
ど

の
条
件
が
あ
り
、
県
が
行
う
研
修
や
家

庭
訪
問
・
調
査
な
ど
を
経
て
登
録
さ
れ

ま
す
。

QＡ

　

詳
し
く
は
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
26
‐
７
０
４
３
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
里
親
の
種
類

　 

養
育
里
親
…
18
歳
ま
で
の
子
供
を
、

一
定
の
期
間
、
自
分
の
家
庭
に
受
け

入
れ
て
養
育
す
る

　 

専
門
里
親
…
虐
待
な
ど
で
心
身
が
傷

付
い
た
子
供
や
、
障
害
が
あ
る
子
供

等
、
専
門
的
な
ケ
ア
を
必
要
と
す
る

子
供
を
養
育
す
る

　 

親
族
里
親
…
両
親
の
病
気
や
死
亡
な

ど
の
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場

合
に
、
祖
父
母
な
ど
の
親
族
が
養
育

す
る

　 

養
子
縁
組
里
親
…
原
則
15
歳
未
満
の

子
供
を
、
特
別
養
子
縁
組
を
前
提
と

し
て（
養
子
縁
組
が
成
立
す
る
ま
で
）

養
育
す
る

◆
里
親
へ
の
サ
ポ
ー
ト

　

子
供
を
育
て
る
た
め
に
必
要
な
生
活

費
・
教
育
費
・
医
療
費
な
ど
が
毎
月
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
里
親
同
士
の
交
流
の
場
や
、

先
輩
里
親
に
悩
み
を
相
談
で
き
る
な
ど
、

支
援
機
関
等
に
よ
る

様
々
な
サ
ポ
ー
ト
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

〈
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
〉

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　 
　本所総務課☎35‐1117

■日11月28日○土午前10時～午後２時　■場狩川ま
ちづくりセンター　■内ごはんのおともコンテス
ト、新米食べ比べ、豚汁や特産品の販売、VTu
berとのトークブース等　■問あなたが選ぶ日本
一おいしい米コンテスト実行委員会☎0234‐
42‐0178　

おかわり大歓迎！
ごはんフェス2026●庄内町

■日1111月22日○日午前10時～午後２時　■場蕨岡ま
ちづくりセンター　■内Ｔシャツ作り、お菓子の
家作りワークショップ、特産品販売、記者体験
等　■問遊佐町企画課☎0234‐28‐8257

親子でうれしい！秋の遊佐で充実の休日を
ゆざフェス2026●遊佐町

パンフ
レット

■日11月27日○金 ～29日○日 午前10時　■場ひらた
タウンセンターシアターOZ　■定各回200人　
■上映作品　『羅生門』『座頭市物語』『王祇様
と暮らす』『世界一と言われた映画館』　■費前
売り券…1,000円（期間中全作品を何度でも鑑

1950年～1960年代の名作を上映
OZのSHOW-WA劇場●酒田市

賞可）　当日券…１作品500円　高校生以下…
無料　■問酒田優秀映画鑑賞推進上映実行委員会
☎0234‐52‐3910　 ■他前売り券は電話また
は２次元コードで予約可

　　　上映時間など詳しくはＨHP▶▶▶
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今月の各種相談窓口開設日　11/４～ 12/３
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎35‐1194 10日○火14：00～16：00・市役所本所
藤島庁舎地域づくり推進課☎64‐5813 27日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター
羽黒庁舎地域づくり推進課☎62‐2111 17日○火13：30～15：30・泉地区地域活動センター
櫛引庁舎地域づくり推進課☎57‐2111 11日○水10：00～12：00・産直あぐり
朝日庁舎地域づくり推進課☎53‐2114 17日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター
温海庁舎地域づくり推進課☎43‐4611 26日○木13：30～15：30・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎35‐1194 19日○木14：00～16：00・市役所本所
休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 14日○土10：00～15：00（要予約）・同事務所

■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

　　 感染症対策のため、来院前に必ず電話連絡をお願いします。！

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等
総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
内 職 相 談 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
教育相談（学校教育･就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864 月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
〃　　（いじめに関すること） 　　　　　　　 〃 月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
〃　　（児童生徒の不登校・発達） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

青 少 年 相 談 青少年育成センター☎0120‐028‐234 月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
子ども総合相談窓口（子育ての悩み等） こども家庭センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
家 庭 児 童 相 談 　　　　〃　　　　☎26‐7043
ひ と り 親 ･ 女 性 相 談 　　　　〃　　　　☎26‐7043
障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794
生活困窮（生活・自立）に関する相談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729
高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターまたは本所地域包括ケア推進課☎29‐4180へ

編集・発行／鶴岡市総務部総務課

《人口と世帯》（令和８年９月30日現在）
　住民基本台帳人口合計：113,071人
　　 （男：54,557人、女：58,514人）
　世帯数：49,487世帯

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.yamagata.jp
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

ホームページ インスタグラムX ライン

土曜日 日曜日・祝日
午前 － 9：00～12：00
午後 － 13：00～15：00

11月 休日・夜間診療

●急な病気の際は…休日夜間診療所☎23‐5678
　　　　　　　   【診療科：内科・小児科・外科】
　　　　　　　　　　　小児科は下表の午前の開所時間に小児科医が診察

●急な歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372

献血　11/４～ 12/３
■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

月　日 受付時間 会　場
11.5○木 9：30 ～ 11：30 消防本部
〃 13：30 ～ 15：30 山形日産自動車販売㈱美咲店
14○土 10：00～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ

    　  〃 13：30 ～16：00 　　　　〃
17○火 13：30 ～ 15：30 鶴岡警察署

     20○金 9：30～ 11：30 にこ♥ふる
〃   13：00 ～ 15：30 〃

12.3○木 9：00 ～ 11：00 先端研究産業支援センター
    〃 13：30 ～ 15：30 市役所櫛引庁舎

土曜日 日曜日・祝日
午前 － 9：00～12：00
夜間 19：00～21：30 18：00～21：00

■■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
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す

　鶴岡市の魅力を市内外に伝えるため、市ではSNSで
積極的に情報を発信しています。ここでは、令和６年
11月１日の開設から丸２年となる市公式Instagram
（インスタグラム）を紹介します！
●問合せ　本所総務課☎35‐1117

　皆さんがタグ「#mytsuruoka」
を付けて投稿した写真や動画など
をシェアし、多くの人に鶴岡の魅
力を届ける企画を行っています。
投稿写真の一部を紹介します！

　市公式YouTubeチャンネル「つるとぴ！鶴岡市
役所60秒広報室」では、季節や行事、食文化など様々
な内容を１分程度の短い動画で紹介しています。こ
れまで約240本を投稿しています。
　インスタグラムと併せて、ぜひご覧ください。

　企画から取材、写真・動画の
撮影や編集まで一連を担当して
います。〝鶴岡愛〟全開で、旬
の魅力をお届けします！

　市公式インスタグラムでは、多くの方に鶴岡市のファン
になってもらおうと、季節の出来事やイベント、日々の学
校給食のメニューなど、毎日のように写真や動画を投稿し
ています。この度、フォロワーが１万人に到達しました。
　皆さんもぜひフォローしてください！

@kiiroitori310 さん

@to71rd さん@mecamera_photo さん

@ajk.ig_photo さん @hi_rock_1 さん

@mifune_w さん @mommom_kj さん @shun.rr854 さん

@machacha25 さん

@photo_y.s_03 さん

令和７年４月 11月８年４月11月

6,600人

3,900人

360人

1万人
フ
ォ
ロ
ワ
ー（
登
録
者
）数

～～


